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２０１７年度総会・研究発表講演会報告 
 
                          2017 年度総会･研究発表講演会実行委員会 

                        実行委員長 小原 宏之(玉川大学) 

 

日本技術史教育学会2017年度総会･研究発表講

演会が､2017年6月10日(土)に玉川大学･大学研究

棟<B-104室>で開催されました｡2012年度に引き続

き当大学へ皆様をお迎え出来ましたことを嬉しく思

います｡総勢30名の方々にご参加頂き､当学園内で

の活気ある教育研究に関する講演会が出来ましたこ

とに深く御礼申し上げます｡ 

14件の一般研究発表講演が以下の通りに行われ

ました｡ 

《研究発表(1)工業技術･工学教育･技術教育Ⅰ》 

 (1) ｢工業ﾃﾞｻﾞｲﾝ系学校のｶﾘｷｭﾗﾑと科学技術教

育との相関関係に関する調査研究｣○奥原正弘(東

京造形大学)､ (2) ｢応用物理学実験『熱雑音』の新

しい試み ―生物機械と人工機械の違い―｣ ○田

中明美(東京大学)､ (3) ｢ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ空気電池のﾊｲ

ﾌﾞﾘｯﾄﾞｿｰﾗｰｶｰへの応用｣○斉藤純(玉川大学)小原

宏之(玉川大学) 

《研究発表(2)工業技術･工学教育･技術教育Ⅱ》 

(4) ｢東京･荒川区における鉛筆生産｣○吉田喜一

(元都立産業技術高専)､(5)｢大学初学者対象の教

養科目『技術と文化』の実践を省みて｣ ○長谷川雅

康(元鹿児島大学)､(6) ｢端板からの吸い出しを有す

るｻﾎﾞﾆｳｽ型風車の起動特性(論理的思

考の教育･訓練のために)｣ ○小野寺英

輝(岩手大学)佐藤奈津子(元岩手大学) 

《研究発表(3)科学論･技術論》  

(7) ｢湯之奥中山金山の露天掘跡お

よび坑道掘跡の掘削体積推定｣ ○久

間英樹(松江高専)福岡久雄(東京電機

大学)小松美鈴(山梨県湯之奥金山博物

館)森内敦史(山梨県湯之奥金山博物

館)､ (8) ｢Newtonによる解析幾何学と図

形 解 析 を考 える―円 錐 曲 線 軌 道 と､

Halleyに教えた彗星の天体位置計算-｣ ○田中道

彦(信州大学)､(9) ｢技術数学に向けての群論のす

すめ その2 -結晶格子群とﾍﾟﾝﾛｰｽﾞ･ﾀｲﾙのJｸﾞﾗﾌｨｯ

ｸｽ｣ ○西川利男(日本APL協会)､(10) ｢作家の捉え

た『技術』その四-戦時下のﾗｼﾞｵと内田百閒｣ ○山

舘順(ｻﾚｼﾞｵ高専) 

《研究発表(4)技術史･技術文化史》  

(11)｢江戸期和船(弁才船)の造船技術―和船はいわ

れるように脆弱であったのか―｣ ○吉田勉(元日本

製鋼所)､(12)｢ｱｲｽﾏﾝがもたらした情報｣ ○渡部紘

一(元松江高専)､(13) ｢幅と輔の変遷-絵巻物等絵

画資料を中心にして-｣○佐々木尭(関西大学)､(14) 

｢亀茲国の鳩摩羅什の遺跡の実地調査研究｣○下

間頼一(元関西大学)塩津宜子(技術文化史研究会) 

発表講演時の質疑･討論では､制限時間を超える

ほどの意見交換がなされることもあり､大変活気溢れ

る講演会になりました｡ 

研究発表講演･総会終了に引き続き学内朔風館

食堂にて交流会が執り行われ､研究交流がさらにす

すみました｡皆様のご協力のお陰で無事終了できま

したことに感謝申し上げます｡ 

2017年7月15日 
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【総会開催案内】 

日本技術史教育学会 2017 年度総会報告 
山舘 順（本学会総務担当理事） 

 
2017年度総会は2017年6月10日(土)町田市の玉

川大学大学研究棟B104室において開催された｡参
加人数は25人､小原宏之実行委員長による開会後
議長団選出に移り､議長吉田喜一､書記穂積洋一
両氏を選出､以下の順に議事進行した｡ 

審議事項1 2016年度事業報告が総務･企画･編
集担当各理事よりなされた｡ 

1)総会 
2016年6月18日(土)､東京大学本郷ｷｬﾝﾊﾟｽにて
開催(田中明美実行委員長)｡全国大会は同年12
月10日(土)-11日(日)松江市のｻﾝﾗﾎﾟｰむらくもで
開催(久間英樹実行委員長)｡ 
関西支部総会･講演会は2017年3月5日(日)大阪
市の大阪産業大学梅田ｻﾃﾗｲﾄｷｬﾝﾊﾟｽにて開催､
3月4日は見学会､関西支部主催｡ 
2)国際会議 
｢機械設計･機械技術史国際会議2017｣2017年8
月28日(月)～29日(火)中国北京市の北京航空航
天大学で開催予定｡ 
3)他学協会との関連事業 
日本科学史学会など､他学協会との関連事業を
開催した｡ 
4)学術刊行物の発行 
学会誌｢技術史教育学会誌｣第18巻第1-2号合併
号(2017年3月)発行｡ 
ﾆｭｰｽﾚﾀｰ｢技術史教育｣第106～109号(2016年4
月､7月､10月､2017年1月)発行｡ 
5)その他 
学会規約による日本技術史教育学会の｢優秀講
演論文賞｣の候補者を審査・表彰を行った｡尚｢功
績賞･業績賞｣については､学会創立20周年を記
念した表彰に変えた｡日本学術会議､科学技術振
興機構等からの事務的要請に対し､事業協力を
行った｡他学会からの要請により高度な学術支援
を行った｡学会HPを定期更新した｡ 

審議事項2 2016年度収支決算報告が堤理事より
なされた｡ 

審議事項3 監査報告が田中道彦監事よりなされ､
2016年度事業報告､収支決算報告とも承認された｡ 

審議事項4 2017年度事業計画案が承認された｡
内容は以下の通り 

1)総会・全国大会等 
総会は2017年6月10日(土)玉川大学にて開催(小
原宏之実行委員長)､全国大会は2017年12月9日
(土)～10日(日)に岩手県盛岡市にて開催予定｡関
西支部見学会･総会･講演会を2018年3月に関西
支部担当で開催予定｡ 
2)国際会議開催 
｢機械設計･機械技術史国際会議2017｣は本学会
20周年記念事業の一環として､2017年8月28日

(月)～29日(火)の両日、北京市の北京航空航天
大学で開催する｡ 
3)他学協会との関連事業 
2017年度も日本科学史学会等､他の学協会との
関連事業を積極的に開催する｡ 
4) 学術刊行物の発行 
学会誌｢技術史教育学会誌｣第19巻第1号(2017
年9月)､第2号(2018年3月)発行予定｡ﾆｭｰｽﾚﾀｰ
｢技術史教育｣第110～113号(2017年4月､7月､10
月､2018年1月)発行予定｡ 
5)その他 
学会規約による日本技術史教育学会｢功績賞･業
績賞｣｢優秀講演論文賞｣の候補者を募集､審査・
表彰を行う｡日本学術会議､科学技術振興機構等
からの要請に対し､事業協力を行う｡他学会からの
要請により高度な学術支援を行う｡学会HPを定期
更新する｡ 

審議事項5 2017年度予算案を審議し承認された｡
また学会財政補強の一策として、牛山会長より「企
業や会員から寄付集めを行う事を検討できないか｡」
との提案がなされた｡ 

審議事項6 2017年度表彰､功績賞は長谷川雅康
氏､業績賞は西川利男､久間英樹両氏､また優秀講
演論文賞は真保光男､本多将和両氏と報告され、
表彰状授与式は総会終了後になされた｡ 

審議事項7 関西支部関連報告については渡部理
事より､前記の2017年度事業計画案の内容に沿っ
て開催する旨の報告がなされた｡ 

審議事項8 国際会議開催｢機械設計･機械技術
史国際会議2017｣､白井一実行委員長より報告､前
記の2017年度事業計画案の内容に沿って開催予
定｡（学会創立20周年記念事業 前記審議事項4の
2)参照） 
議長団解任後表彰式に移り、これをもって2017年

度総会は閉会した。             以上           
以上 
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員長委嘱状を受
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 【全国大会開催案内】    日本技術史教育学会2017年度全国大会(盛岡) 
開催案内と研究発表講演募集 

 
2017 年度全国大会(盛岡) 開催実行委員会 

委員長 小野寺英輝(岩手大学) 
 

本学会2017年度全国大会を､2017年12月9日(土)
～10日(日)(10日は見学会)に岩手県盛岡市で開催
いたします｡つきましては会員各位による研究発表を
募集いたします｡ 

会場：岩手県公会堂（岩手県盛岡市内丸11-2、
TEL019-623-4681 JR盛岡駅から(5)(6)(15）(16)ﾊﾞｽ
乗車10分、県庁市役所前すぐ） 
◆募集要領:講演発表希望の会員は､下記ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚ
ｽまで以下の項目をご記入下さい。もしくは、必要事
項をご記入の上学会事務局へ封書でお送りください。     
happyou.jseht@gmail.com 
1)講演題目:主題,-副題- 
2)講演者名:登壇者に○印(会員に限る),所属名(およ
びその略称) 
3)申込者連絡先:〒･住所･TEL/FAX･E-mail 
4)ｷｰﾜｰﾄﾞ:5つ程度 
5)使用機器：液晶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ(ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄ,ｷｰﾉｰﾄ,PC
は各自持参)。書画ｶﾒﾗ・OHPは準備できません｡な
お､受付後の講演題目と発表者名の変更は認められ
ません｡講演原稿執筆時に十分ご注意ください｡ 
◆研究発表申込締切:2017年10月10日(火)17時必着 
◆研究発表講演原稿提出期限:2017年11月10日
(金)17時必着 (ともに期限厳守)申込から原稿提出ま
で時間的余裕がございませんが､ご理解ください｡ 

◆研究発表講演原稿は、PDFでの提出をお願いい
たします。 
◆講演資格:講演発表は｢2017年度会費納入済｣の
会員であることが前提です｡ 
◆申し込みの方におかれましては、同一講演者の場
合は一件のみの申し込みでお願い致します。 
◆学会事務局:〒113-0034 東京都文京区湯島1-
12-5 小安ﾋﾞﾙ6階,㈱ﾌﾟﾗｽ･ﾜﾝ気付,日本技術史教育
学会事務局2017年度全国大会実行委員会宛。
TEL/FAX:03-3835-2494(電話対応は毎週火曜日の
み,FAX常時受付)｡ 
◆開催校連絡先:岩手大学工学部准教授 小野寺
英輝（ｵﾉﾃﾞﾗﾋﾃﾞｷ） Tel/Fax019-621-6433(直通)  
e-mail:hideki@iwate-u.ac.jp 
特別講演 2017年12月9日（土）13:00～14:00 
講演者は未定 
見学会予定（変更もあります） 
2017年12月10日（日）9:00～16：00 
盛岡歴史文化館，明治期建造物群，小岩井農場 
◆全国大会ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ､見学会等の詳細はﾆｭｰｽﾚﾀｰ
第112号と本学会ｳｪﾌﾞｻｲﾄに掲載いたします｡ 
◆その他、全国大会参加費3,000円 
会場は，昭和3年建築の重要文化財．陸軍大演習時
には一時大本営となったところです。 

 

 
【 理事会議事録 】 

◆第146回（通算192回）理事会 
日時:2017年5月20日(土),15:00～17:30,場所:東京
大学工学部6号館１階103教室,出席者:牛山・堤・武
長・田中（明）・桑原・鈴木・山舘・穂積 
議題 0) 前回(第145回)議事録承認,1)各部門報告
<総務(会員動向、会費関連、HP更新)､編集(学会
誌､NL編集関連)、企画(2017年度総会準備、2016
度関西支部総会報告、国際会議関連)>,2)2016年
度表彰者選定,3)その他，4）次回理事会日程未定 
 

【 国際会議開催経過報告 】 
 「機械設計・機械技術史国際会議 2017」が中国・
北京の北京航空航天大学で、2017 年 8 月 28 日・
29 日に開催されます。講演発表件数は日本側 15
件、中国側 21 件になりました。開催報告について
は今後発行する学会誌と、ﾆｭｰｽﾚﾀｰに掲載予定
です。 

【 新入会員紹介 】 
❐安喰春華 (玉川大学)､櫻井洸弥（茨城大学） 
 個人情報につき、氏名・所属のみ掲載（敬称略） 

【 会費納入のお願い 】 
 2017 年度も 4 ヶ月が経過しましたが、本年度会
費（正会員 6,000 円、学生会員 3,000 円）未納の方
は早めに納入をお願いします。また過年度会費未
納の方についても、本年度会費に未納年度会費を
あわせて早急に納入してくださるようご協力ください。
なお会費納入用の郵便振込用紙は、本年 4 月 30
日発行のﾆｭｰｽﾚﾀｰ第 110 号とともに、会員各位の
お手元に送付済みです。 
 

【 編 集 後 記 】 
20周年記念事業の締めくくりとして、北京での

「機械設計・機械技術史国際会議2017」が開催さま
す。実りある国際会議になるよう願っております｡今
年度の全国大会は2006年登録有形文化財に指定
された岩手県立公会堂で開催予定です。是非ご参
加頂きご覧いただければと思います。会員の増強
が常に課題となっておりますが､秘策がございまし
たらご提案くださいます様お願いいたします。 

 (穂積洋一) 
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